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                            理事長 曽 根 孝 悦 

 

 コロナ感染拡大に伴い３年間の中止期間はありましたが、２０２３年３月２５日・２６日の二日

間にわたり、4年ぶりに台湾高雄市において本大会が盛会に開催されました。 

 

 本大会への参加者は総勢 300 名弱、団体戦は 55 歳以上と 54 歳以下の部に分けて 216 名。個人戦

は、女子 40歳以上 17名、39歳以下 16名です。男子は、65歳以上 44名、45から 64歳以下 88名。

44歳以下が 54名という出場者でした。当クラブからは、北海道、九州クラブを除いた 5地区、約４

０名の参加となりました。 

 

 ３月 24日金曜日は、15時から高雄市武徳殿での合同稽古から一連の行事のスタートです。日本統

治時代に創建された武徳殿を大改修し、維持管理をされ錬磨の場として使われている立派な建物で

す。台湾国内、日本等参加者は 50名を超え、まさに京都演武大会の朝稽古をほうふつとさせる趣で

す。日本の八段、七段の先生方が元に立ち、再会を懐かしむかのように厳しく激しく剣を交えまし

た。 

 

 いよいよ大会当日の 25日、午前中に合同稽古をして、12時半から個人戦を行いました。日本では

審判長、台湾では裁判長というのですが、本大会では、主催者である陳会長の要請があり、当クラブ

の川瀬会長が欠席のためもあって、理事長曽根が代わって務めることとなりました。 

個人戦の開始は、セレモニー等は無く、直ぐに試合開始です。準決勝を残して 15時半までには滞り

なく終了しました。 

 

 翌日 26日いよいよ本番、１０時から市長をお招きして開会式を盛大に行いました。 

会場は台湾国立中山大学体育館です。 

個人戦は、女子４０歳以上の部で、優勝が中国地区クラブの岩崎美穂選手、近畿地区クラブの安

田由美子選手が準優勝です。男子の部では、６５歳以上の部、近畿地区クラブの田頭啓史選手優勝、

４５歳以上６４歳の部、関東地区クラブの佐藤健二選手優勝を見事に成し遂げました。 

団体戦は、５５歳以上の部、２４チーム中７チームが IGKC です。選手一同善戦はしたものの入賞

には至らず、地元台湾龍生会が優勝しました。５４歳以下の部には IGKC 関東地区クラブ１チームの

みで一回戦敗退。台日土曜稽古会の Aと Bが決勝戦を戦いました。 

 

準決勝では、それぞれの相手が韓国チームという結果で両国の躍進が目立った結果となりました。 

大会期間中の稽古を見ても、試合の結果からも、台湾の上達ぶりには目を見張るものがありまし

た。韓国からも呉会長はじめ、新役員、選手２４名が参加しましたが、台湾と同じく、勢いのある稽

古、試合ぶりには感心せざるを得ないものがありました。 

 

当クラブの全国例会には台湾、韓国の強豪選手が参加します。会員一同は、気持ちを新たに、気を

引き締めて、稽古を積んでおかないといけません。 

 

恒例の歓迎会、表彰式を兼ねたさよならパーティーなどの懇親会は、改めて言うまでもなく盛大

に盛会裏に開かれました。美味しい台湾料理に舌鼓を打ち、紹興酒の杯を重ねて、交剣知愛を大い

に深め、旧交を温めることが出来ました。 

 

結びに、陳会長はじめ台湾の主催関係者に心から感謝の意を表し、これからのご発展とご活躍を

祈念して訪問記といたします。ありがとうございました。 



 
 



台湾 高雄市 武徳殿 

 

 

稽古会風景（3月 24日） 

 



稽古会（3月 24日） 

 

 

 

 



稽古会（3月 24日） 

 

 

 

個人戦開催前の式 

 



       

 

3 月 24 日（稽古会参加 IGKC メンバー） 



 

ウエルカム ガーデンパーティー 

 



 

漢来ホテル 31 階からの景色（31 階）四つ星ホテル 

 

 



韓国社会人剣道連盟 会長と 

 

 

3月 26日 開会式前の稽古会 

 



3月 26日 開会式（台湾国立中山大学体育館） 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



日本語・英語・韓国語の通訳の先生方 

 

 

近畿地区 田頭先生 選手宣誓 

 



表彰式・サヨナラパーティー 台湾剣道連盟 陳 会長 挨拶 

 



女子 45歳以上の部 表彰式 

 優勝 中国地区 岩崎美穂さん                準優勝 安田由美子さん 

 

 

各部門 表彰式 観客席風景 

 



近畿地区の皆さん 

 
日本・台湾・韓国・東北地区の皆さん 

 


